
白山中学校 第１学年 「数学科」シラバス 担当者：服部・神谷 

 

                        

 学習すること 学習のねらい 

一 
 

学 
 

期 

正の数・負の数 

 

 

 

 

 

 

文字の式 

 素因数分解ができるよ

うになる。 

負の数の意味を理解し，

正の数・負の数の必要性と

有用性を知る。 

 正の数・負の数の四則演

算ができる。 

 文字を用いることによ

り、数量やその関係・法則

等を一般的な式に表現し、

処理できる能力を養う。 

二 
 

学 
 

期 

方程式 

 

 

 

 

 

変化と対応 

 

 

 

 

 

 

 簡単な文字の式の計算

ができる。 

 文章題を通して、方程式

の意味・有用性を理解し、

一元一次方程式を用いる

ことができる。 

 具体的な事象の中にあ

る伴って変わる２つの数

量に注目して，比例や反比

例の関係を見いだし，その

変化や対応のようすを考

察することを通して，比例

や反比例に対する理解を

深め，それを利用できるよ

うにする。 

三 
 

学 
 

期 

平面図形 

 

 

 

 

 

空間図形 

 

 

データの活用 

 いろいろな平面図形で，

観察，操作を通して，図形

に対する直観的な見方を

深め，基礎的な知識・技能

を習得して，それらを活用

する能力を伸ばす。 

図形をいろいろな操作

を通して考察し、空間図形

についての理解を深める。 

収集した情報を正しく

理解し、合理的な判断をす

るための過程を経験させ、

情報の整理や手法を選択

する等の能力の育成を図

る。累積度数について理解

する。 

○数を正の数と負の数まで拡張し、数の概念につい

ての理解を深める。また、文字を用いることの意

義および方程式の意味を理解するとともに、数量

などの関係や法則を一般的にかつ簡潔に表現し、

処理できるようにする。 

○具体的な事象を調べることを通じて、比例・反比

例の見方や考え方を深めるとともに、数量の関係

を表現し考察する基礎を培う。 

○平面図形や空間図形についての観察、操作や実験

を通して、図形に対する直観的な見方や考え方を

深めるとともに、論理的に考察する基礎を培う。 

○目的に応じて資料を収集して整理し、その資料の

傾向を読み取る能力を培う。 

数学的な知識・技能 

数学的な思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度 

 

定期試験、単元テスト、提出物等による評価 

ノート、ワーク、発表等による評価 

教師の観察による評価 

教科の目標 

評価の観点・方法 

特色ある学習方法 
・進度や内容に応じて、１クラスを習熟度別に２

つに分ける少人数指導やクラスに２人の教師が

つくチームティーチングを実施します。 

 

・数学的な見方・考え方の素地となる発表力をつ

けるため、積極的に思考し、発表できるよう発問

を工夫します。 

 

・説明したり、証明したりする力をつけるためコ

ミュニケーションを大切にし、「言語活動」を重

視した授業を展開します。 



白山中学校 第２学年 「数学科」シラバス 担当者：吉田・服部 

 

                        

 学習すること 学習のねらい 

一 
 

学 
 

期 

式の計算 

 

 

 

連立方程式 

 

 

 

 

一次関数 

 

 文字の式を用いた簡単な四則計算

ができるようにする。 

数量関係を、文字を用いて表現し、

活用する能力を身につける。 

連立方程式とその解の意味を理解

する。連立方程式の解法を理解し、そ

れを用いることができる。連立方程

式を問題解決に利用することができ

る。 

一次関数の意味を理解し、身の回

りの事象の中から一次関数を見いだ

し、これを用いることができるよう

にする。 

二 
 

学 
 

期 

 

 

 

 

図家の調べ

方 

 

 

 

 

 

 

 

 

図形の性質

と証明 

 一次関数のグラフと二元一次方程

式のグラフの関係を明らかにし、連

立方程式の解とグラフとの関係を理

解する。 

対頂角の性質、平行線と角の関係

について理解する。三角形の内角の

和について調べ、それをもとに多角

形の角について調べる。合同な図形

の性質や三角形の合同条件を理解す

る。証明の意味やしくみについて理

解する。平行線と角の関係や三角形

の合同条件を根拠にした証明の進め

方や図形の性質の調べ方について理

解する。 

三角形の合同条件を使って、二等

辺三角形の性質を証明し、図形の性

質の調べ方を理解する。 

三 
 

学 
 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場合の数 

と確率 

 

 

箱ひげ図と

データの活

用 

 直角三角形の合同条件を導き、そ

の使い方を理解する。平行四辺形や、

他の四角形の性質、平行線による等

積変形などについて理解する。図形

の論証に対して興味・関心をもち、筋

道を立てて考えようとする態度を身

につける。観察や実験を通して、円周

角や中心角の関係を見いだし、その

関係を論理的に確かめる。 

 具体的な事象についての観察や実

験を通して、確率について理解する。

簡単な場合について確率を求めるこ

とができる。 

 四分位範囲や箱ひげ図について理

解する。箱ひげ図からデータの傾向

や特徴を読み取ることができる。 

○文字を用いた式について、目的に応じて計算した

り変形したりする能力を養うとともに、連立二元

一次方程式について理解し用いる能力を培う。 

○具体的な事象を調べることを通して、一次関数に

ついて理解するとともに、関数関係を見いだし表

現し考察する能力を養う。 

○基本的な平面図形の性質について、観察、操作や

実験などの活動を通して理解を深めるとともに、

図形の性質の考察における数学的な推論の必要

性と意味及びその方法を理解し、論理的に考察し

表現する能力を養う。 

○不確定な事象を調べることを通して、確率につい

て理解し用いる能力を培う。 

特色ある学習方法 

教科の目標 

評価の観点・方法 

・進度や内容に応じて、１クラスを習熟度別に２

つに分ける少人数指導やクラスに２人の教師が

つくチームティーチングを実施します。 

 

・数学的な見方・考え方の素地となる発表力をつ

けるため、積極的に思考し、発表できるよう発問

を工夫します。 

 

・説明したり、証明したりする力をつけるためコ

ミュニケーションを大切にし、「言語活動」を重

視した授業を展開します。 

数学的な知識・技能 

数学的な思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度 

 

定期試験、単元テスト、提出物等による評価 

ノート、ワーク、発表等による評価 

教師の観察による評価 



白山中学校 第３学年 「数学科」シラバス 担当者：神谷・吉田 

                        

 学習すること 学習のねらい 

一 
 

学 
 

期 

式の展開 
と 因 数 分

解 
 
 
 
平方根 
 
 

 文字を用いた簡単な多項

式について、式の展開や因数

分解ができるようにする。数

の概念を有理数、無理数まで

拡張する。近似値、有効数字

の考えを理解し、表現する、 
正の数の平方根の意味と

その必要性を理解し、それを

用いることができるように

する。数の概念・表現を平方

根まで拡張する。 

二 
 

学 
 

期 

二 次 方 程

式 
 
 
 
 
関 数

y=𝑎𝑥  
 
 
 
 
図 形 と 相

似 
 
 
 
 
 
円の性質 

 二次方程式とその解につ

いて理解し、二次方程式を用

いることができるようにす

る。また、解の公式の利用に

ついて理解し、使えるように

する。 
事象の中から関数関係に

ある２つの数量を取り出し

変化の特徴を調べる能力を

伸ばす。関数 y=𝑎𝑥 のグラフ

をかくことができる。 
図形の相似の概念を明ら

かにするとともに、三角形の

相似条件をもとにして図形

の性質についての理解をい

っそう深める。また、相似な

図形の面積・体積の関係を理

解し、利用できるようにす

る。 
いろいろな円周角を作り、

円の性質を見つける。円周角

の定理を利用し、核の大きさ

を求めることができる。 

三 
 

学 
 

期 

三 平 方 の

定理 
 
 
 
 
 
標 本 調 査

と デ ー タ

の活用 
復習（入試

問題など） 

 図形の計量に対する性質

を理解し、それを用いること

ができるようにする。空間図

形の中に直角三角形を見い

だし、三平方の定理を利用す

る。身の回りで利用されてい

る三平方の定理を探す。 
全数調査と標本調査を理

解し、標本調査から全体を予

想できるようにする。 
中学校３年間の復習を行

う。基礎基本の確実な定着を

図る。 

 

・進度や内容に応じて、１クラスを習熟度別に２つ

に分ける少人数指導やクラスに２人の教師がつく

チームティーチングを実施します。 

 

・数学的な見方・考え方の素地となる発表力をつけ

るため、積極的に思考し、発表できるよう発問を工

夫します。 

 

・説明したり、証明したりする力をつけるためコミ

ュニケーションを大切にし、「言語活動」を重視し

た授業を展開します。 

○数の平方根について理解し、数の概念についての

理解を深める。また、目的に応じて計算したり式

を変形したりする能力を伸ばすとともに、二次方

程式について理解し用いる能力を培う。 

○具体的な事象を調べることを通して、関数につい

て理解するとともに、関数関係を見いだし表現し

考察する能力を伸ばす。 

○図形の相似、円周角と中心角の関係や三平方の定

理について、観察、操作や実験などの活動を通し

て理解し、それらを図形の性質の考察や計量に用

いる能力を伸ばすとともに、図形について見通し

をもって論理的に考察し表現する能力を伸ばす。 

○母集団から標本を取り出し、その傾向を調べるこ

とで、母集団の傾向を読み取る能力を培う。 

評価の観点・方法 

教科の目標 

特色ある学習方法 

数学的な知識・技能 

数学的な思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度 

 

定期試験、単元テスト、提出物等による評価 

ノート、ワーク、発表等による評価 

教師の観察による評価 


